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１．求職者の状況

・支援窓口における就職氷河期世代対象

者は35歳以上～5５歳以下。

・来所者は女性が男性の約2倍。

・年齢は40代～50代前半が多い。

・自己理解、仕事理解ができておらず、

応募しても就職につながらないケース

が多い。

・就労経験が少ない、所持している資格

が無い等で、自信がない、自己肯定感

が低い方が多い。

・採用が決まっても辞退してしまう。

・就職しても短期で退職してしまう。
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２．求職者への個別支援

・基本的には６ヶ月間、求人情報提供・応募書類作成・面接対策等実施し、

採用から定着までの支援。

・担当者制で同じ担当者とじっくり相談ができる。

・求職者の希望条件と、求人内容に差がある。

⇒本人の気持ち・状態に寄り添った支援が必要。

自己分析 条件決定 求人選択 書類作成 面接対策 就職
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３．採用企業の状況
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・一般求人の特記事項欄に就職氷河期世

代歓迎と表示する求人は人手不足分野

(介護・警備・建設・運輸)が多い傾

向。

※求職者の希望は事務系が多い。

・企業側に就職氷河期世代への先入観、

ネガティブなイメージがあることも。

・採用は回復傾向だが、即戦力を求める

企業が多い。



４．好事例
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・介護施設を希望、仕事内容・体力

面・通勤面に不安のある求職者。

本人の気持ちに寄り添い、本人が抱

える複数の疑問を企業に確認した上

で職場見学を実施し、不安の払拭に

努め、本人の就職後のイメージが出

来上がったところで紹介。就職に結

びついた。

企業からは勤務時間を短縮する配慮

を受けられた。

◎介護施設は人手不足である場合が多

く、見学や職場体験に協力的。



５．困難事例と課題
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・自信がなく、自身を過小評価するケース。その逆も。

・採用後に早期退職されるケース。繰り返すことも。

・経験や資格が無いとの自覚はあるも、訓練や資格取得への一歩が踏

み出せないケース。

困難事例

課題

・職場体験先、就職氷河期世代歓迎求人の確保。

・求職者の希望条件と、求人内容の差。

・発達障害やうつ病の疑いがある求職者の関係機関への誘導。


